
     

 

 

 R５・１１・２  流山市立おおたかの森中学校  保健室 

 １１月２３日は勤労感謝の日。もともとは「新嘗祭」という飛鳥時代から続くお祭りで、その年の

収穫したお米を神様にささげて感謝し、来年の豊作を祈る日でした。 

現代の豊かな食卓も、その裏にはたくさんの人たちの働きがあります。食欲の秋を楽しみなが

ら、誰かの働きに「ありがとう」の気持ちを持てるといいですね。 

換気をしよう 

１１月９日はいい空気の日。学校環境衛生基準として、教室の二酸

化炭素は１５００PPM以下であることが望ましいと定められています。

流山市内の小中学校の各教室には CO２モニターが設置されていま

す。この装置は空気中の二酸化炭素濃度を計測し、１５００ppm以上

になるとアラームで知らせてくれる器械です。 

 教室を閉め切ったままにしてしまうと、皆さんの呼気により教室の二酸化炭素濃度が上昇しま

す。換気をすることで、教室の空気が入れ替わり、二酸化炭素濃度は下がります。CO2 モニター

は換気の目安になるものです。もし、教室の CO2 モニターの値が高い場合、またはアラームが

鳴った時は教室・フロアの窓を大きく開けて、空気の入れ換えを行ってください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯周疾患を予防しよう 

歯周病とは、歯垢（プラーク）によって歯周組織が壊されていく病気

の総称です。歯垢は細菌の塊かたまりで、歯と歯ぐきのすき間の溝（歯

周ポケット）にも潜んでいます。 

炎症の範囲が歯ぐきだけなら「歯肉炎」、炎症が歯根膜や歯槽骨まで及ぶと「歯周炎」となり

ます。歯周炎が重症化した状態は歯槽膿漏とも言われ、放っておくと最悪の場合、歯を失うこと

になります。症状や見た目の変化が少ないまま徐々に進行してしまう病気なので、かかる前に、

そして早いうちから、予防することが大切です。毎日の歯磨きの仕方を見直してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の保健目標 

歯周疾患を 

予防しよう 

※参考：日本歯科医師会「歯の学校２０２２ vol.75」 
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